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巨大なまはげがお出迎え。

災害時の救援活動 立教１８２年SAIGAIKYUEN HINOKISINTAI

災
救
通
信
令和１年

７月１日

第 ８号1

発 行

天理教

災害救援

ひのきしん隊

北海道教区隊

逐次発行

災
害
救
援
ひ
の
き
し
ん
隊
（
田
中
勇
文
本
部
長
）
で
は

秋
田
県
男
鹿
市
に
於
い
て
５
月

日
か
ら

日
に
か
け
て

29

31

「
北
海
道
・
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
訓
練
」
を
実
施
し
た
。
こ
の

こ
と
か
ら
北
海
道
教
区
隊
は
５
月

日
午
後
４
時
、
北
海

28

道
教
務
支
庁
に
参
加
者
が
集
結
し
、
２
㌧
パ
ネ
ル
バ
ン
に

装
備
を
積
み
込
ん
で
教
務
支
庁
を
出
発
し
た
。

予
算
軽
減
の
た
め
、
夕
食
の
弁
当
は
災
救
隊
ス
タ
ッ
フ

夫
妻
が
中
心
と
な
っ
て
に
愛
情
た
っ
ぷ
り
の
「
の
り
弁
タ

ル
タ
ル
と
夜
食
セ
ッ
ト
」
を
手
作
り
し
て
も
ら
い
、
隊
員

移
動
用
の
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
は
フ
ェ
リ
ー
へ
積
み
込
ま
ず
、

苫
小
牧
送
迎
は
月
寒
分
教
会
長
夫
人
が
担
っ
て
く
れ
た
。

往
路
は
苫
小
牧
東
港
か
ら
秋
田
港
へ
の
新
日
本
海
フ
ェ

リ
ー
に
乗
船
。
午
後
７
時

分
出
航
し
た
。
船
内
に
は
以

30

前
の
よ
う
な
、
じ
ゅ
う
た
ん
席
は
無
く
、
み
な
２
等
寝
台

室
で
ゆ
っ
く
り
休
ま
せ
て
も
ら
う
こ
と
が
出
来
た
。
翌
朝

７
時

分
秋
田
港
へ
接
岸
下
船
。
秋
田
港
に
は
迎
え
の
マ

35

イ
ク
ロ
バ
ス
が
待
機
し
て
い
た
。
運
転
は
青
森
教
区
青
年

会
委
員
長
、
奥
羽
分
教
会
高
木
百
喜
久
（
た
か
ぎ
ゆ
き
ひ

さ
）
さ
ん
が
担
当
。
お
よ
そ
１
時
間
程
で
宿
営

地
の
な
ま
は
げ
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
へ
到
着
し

た
。
ま
た
、
今
回
、
北
海
道
教
区
か
ら
の
参
加

者
は
全
員
で

名
で
あ
っ
た
が
、
道
南
地
区
か

24

ら
は
函
館
、
渡
島
の
隊
員
が
青
森
航
路
で
参
加

し
、
他
に
自
車
で
２
名
が
宿
営
地
で
合
流
す
る

こ
と
と
な
っ
た
。

日
午
前
、
早
速
受
付
を
済
ま
せ
る
と
各
教

29
区
隊
に
割
り
当
て
ら
れ
た
エ
リ
ア
に
、
宿
営
用

の
５
人
型
テ
ン
ト
を
順
次
設
営
す
る
作
業
が
開

始
さ
れ
た
。
北
海
道
教
区
隊
は
７
張
り
当
て
ら

れ
、
教
区
副
隊
長
が
テ
ン
ト
割
り
を
伝
え
、
各

自
の
荷
物
を
そ
れ
ぞ
れ
搬
入
し
た
。

宣

誓

我
々
は
天
理
教
災
害
救
援
ひ
の
き
し
ん

隊
員
で
あ
り
ま
す
。
一
列
兄
弟
の
自
覚
に

立
ち
、
真
実
を
も
っ
て
救
援
活
動
に
あ
た

り
ま
す
。

北
海
道
・
東
北

ブ
ロ
ッ
ク
訓
練

セレモニー広場にて、結隊式の直前に規律訓練。

昼
食
後
、
規
律
訓
練
、
班
長
任
命
な
ど
の
オ
リ
エ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
た
。
北
海
道
教
区
隊
は
総
員
24

名
第
１
班
と
な
っ
た
。



- 2 -

信仰信念の強化 立教１８２年SAIGAIKYUEN HINOKISINTAI

結
隊
式
か
ら
作
業

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に
続
き
、
結
隊
式
が
行
わ
れ

た
。
主
催
者
と
し
て
中
田
善
亮
表
統
領
が
あ
い
さ
つ
に

立
ち
「
災
害
救
援
隊
で
あ
り
、
ひ
の
き
し
ん
隊
で
も
あ

る
。
訓
練
を
通
し
地
域
連
携
や
懇
親
を
深
め
、
災
害
時

に
心
を
合
わ
せ
て
迅
速
に
隊
の
活
動
が
出
来
る
よ
う
訓

練
に
励
ん
で
も
ら
い
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
が
あ
っ
た
。

続
い
て
金
田
勝
年
衆
議
院
議
員
か
ら
と
菅
原
広
二
男
鹿

市
長
が
来
賓
と
し
て
あ
い
さ
つ
し
た
。

こ
の
後
、
隊
員
は
４
つ
の
現
場
に
分
か
れ
作
業
を
開

始
し
た
。

北
海
道
教
区
隊
は
福
島
教
区
隊
と
タ
ッ
グ
を
組
み
、

男
鹿
国
定
公
園
、
入
道
崎
の

㍍
程
の
断
崖
絶
壁
を

30

下
っ
て
海
岸
に
降
り
立
ち
、
岬
に
打
ち
上
げ
ら
れ
た

、

。

漂
着
ご
み
を
ポ
リ
袋
に
回
収
し

所
々
に
集
積
し
た

海
岸
は
石
原
で
と
て
も
歩
き
づ
ら
く
、
漁
網
や
ロ
ー

プ
な
ど
も
石
に
食
い
込
み
、
ド
ラ
ム
缶
や
タ
イ
ヤ
、

灯
油
ポ
リ
タ
ン
ク
な
ど
の
大
き
な
ゴ
ミ
も
散
乱
し
て

作
業
は
ハ
ー
ド
な
も
の
と
な
っ
た
。

一
方
、
青
森
、
岩
手
、
宮
城
、
山
形
の
各
教
区
隊

は
別
現
場
で
の
作
業
と
な
り
、
男
鹿
市
内
が
一
望
で

き
る
寒
風
山
ふ
も
と
の
広
場
を
、
草
刈
り
機
で
除
草

し
た
。
ま
た
地
元
、
秋
田
教
区
は
宿
営
地
で
あ
る
キ

ャ
ン
プ
場
の
草
刈
り
や
雑
木
伐
採
な
ど
の
作
業
を
行

う
班
と
周
辺
観
光
施
設
で
の
整
備
作
業
を
実
施
し

た
。

石原で作業を手こずらせるが丁寧に進める。

一面に散乱した漂着ゴミをポリ袋へ。時に悪臭も漂う。

作
業
を
終
え
た
一
同
は
一
日
の
汗
を
流
し
に
、
温
泉
施

設
へ
と
現
場
か
ら
直
行
し
た
。
全
体
で

人
を
超
え
る
参

300

加
者
が
交
代
で
入
浴
す
る
と
し
て
も
大
変
な
事
で
あ
る
。

秋
田
教
区
で
は
多
く
の
施
設
と
交
渉
を
重
ね
て
割
り
振
り

し
た
で
あ
ろ
う

初
日
は
現
場
か
ら

分
ほ
ど
離
れ
た

夕

。

「

40

陽
温
泉
Ｗ
Ａ
Ｏ
」
と
な
っ
た
。
全
身
浴
、
気
泡
浴
、
圧
中

浴
、
寝
湯
、
白
湯
、
冷
水
浴
、
露
天
風
呂
の
７
種
類
の
湯

と
サ
ウ
ナ
が
楽
し
め
た
。

入
浴
を
終
え
帰
隊
す
る
と
夕
食
と
な
っ
た
。
男
子
食
事

係
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
が
、
秋
田
教
区
の
婦
人
会
が
結
集

し
、
ひ
の
き
し
ん
さ
れ
て
い
た
。
何
と
！
一
番
多
く
集
ま

っ
た
時
は

人
を
上
回
っ
た
と
い
う
。
只
々
、
驚
き
と
感

80

謝
で
頭
が
さ
が
る
。
夕
食
後
は
夕
礼
（
夕
づ
と
め

、
全
体

）

会
議
と
し
て
班
長
、
副
班
長
、
各
ス
タ
ッ
フ
が
打
合
せ
を

行
い
、
初
日
が
暮
れ
て
い
っ
た
。

秋田教区婦人会に感謝、感謝、感謝。
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地域ひのきしん活動の率先推進 立教１８２年SAIGAIKYUEN HINOKISINTAI

崖下から心を合わせて漂着ゴミを運び上げる。

。

、

、

夕
食
の
時
間

メ
ニ
ュ
ー
は
肉
じ
ゃ
が

豚
キ
ム
チ
汁

と
ろ
と
ろ
ワ
カ
メ
。
ま
た
名
物
の
い
ぶ
り
が
っ
こ
（
燻

製
た
く
あ
ん
）
は
毎
食
の
よ
う
に
並
ん
で
い
た
。
食
後

は
夕
礼
、
全
体
会
議
と
続
き
、
本
部
や
他
教
区
と
の
懇

親
の
場
面
も
あ
っ
て
和
や
か
に
一
日
を
終
え
た
。

日
最
終
日
。
夜
明
け
も
早
く
、
朝
礼
前
に
気
の
早

31
い
面
々
は
荷
物
を
車
に
入
れ
た
り
、
テ
ン
ト
を
撤
収
し

始
め
て
い
た
。
朝
礼
、
朝
食
と
続
き
、
い
よ
い
よ
最
終

日
の
出
動
と
な
っ
た
。
出
発
に
は
婦
人
会
の
黄
色
い
声

援
が
飛
び
、
隊
員
の
乗
っ
た
各
車
両
は
応
え
る
よ
う
に

手
を
振
り
「
行
っ
て
き
ま
～
す
」
と
大
き
な
声
。
災
救

隊
名
物
の
お
見
送
り
の
光
景
で
あ
る
。
各
班
の
撤
収
班

も
お
見
送
り
に
立
つ
。
こ
の
日
は
昼
か
ら
雨
の
予
報
も／

あ
り
、
現
場
、
宿
営
地
撤
収
も
テ
ン
ポ
良
く
作
業
が

秋
田
教
区
隊

秋
田
教
区
隊
で
は
今
回
の
ブ
ロ
ッ
ク
訓
練
実
施

に
際
し
、
２
年
ほ
ど
前
よ
り
準
備
を
進
め
て
き
た

と
い
う
。
特
に
男
鹿
市
が
地
元
で
あ
る
教
区
副
隊

長
の
宮
野
久
道

船
川
港
分
教
会
長
は

「
県
内
全

、

域
を
探
し
て
、
こ
れ
だ
け
の
人
数
が
安
全
に
作
業

や
生
活
が
出
来
る
場
所
を
確
保
す
る
の
に
大
変
苦

労
し
た
。
ま
た
、
結
果
地
元
の
男
鹿
市
と
な
っ
た

が
、
災
救
隊
の
活
動
を
理
解
、
信
用
し
て
も
ら
う

の
に
何
度
も
行
政
や
施
設
に
出
向
い
た

」
と
話
し

。

「
今
後
は
こ
の
信
頼
関
係
を
継
続
し
、
地
域
に
密

接
に
つ
な
が
っ
て
い
き
た
い

」
と
述
べ
た
。

。

小松道男秋田教区隊長。

作
業
か
ら
解
隊
ま
で

５
月

日
、
昨
夜
か
ら
の
冷
え
込
み
が
続
く
中
、
朝

30

礼
を
行
う
。
朝
食
を
済
ま
せ
出
動
準
備
を
整
え
る
。
時

間
に
な
る
と
出
動
前
の
点
呼
を
行
い
一
斉
に
マ
イ
ク
ロ

バ
ス
で
現
場
へ
と
向
う
。
二
日
目
も
入
道
崎
。
昨
日
集

積
し
た
ゴ
ミ
袋
を
、

㍍
の
崖
下
か
ら
隊
員
が
一
列
に

30

な
っ
て
崖
上
へ
手
渡
し
す
る
。
何
袋
も
何
袋
も
順
送
り

さ
れ
て
く
る
。
し
ば
ら
く
す
る
と
「
ラ
ス
ト
～

」
と

。

声
が
掛
か
り
小
休
止
の
声
。
一
休
み
の
後
、
今
度
は
ト

ラ
ッ
ク
ま
で
の

㍍
余
り
を
一
人
一
ひ
と
り
が
４
、
５

100

個
の
袋
を
抱
え
ひ
た
す
ら
運
ぶ
。
瞬
く
間
に
２
㌧
ト
ラ

ッ
ク
２
台
が
、
山
盛
り
の
ゴ
ミ
袋
で
い
っ
ぱ
い
に
な
っ

た
。
崖
下
へ
降
り
て
は
ゴ
ミ
を
回
収
し
、
溜
ま
る
と
運

び
上
げ
積
み
込
む
。
こ
う
し
た
作
業
を
く
り
返
し
て
の

一
日
と
な
っ
た
。

作
業
を
終
え
る
と
お
楽
し
み
の
入
浴
時
間
。
こ
の
日

は
宿
営
地
に
近
い
男
鹿
温
泉
郷
に
あ
る
セ
イ
コ
ー
グ
ラ

ン
ド
ホ
テ
ル
の
大
浴
場
。
源
泉
掛
け
流
し
の
内
湯
と
露

天
風
呂
。
サ
ウ
ナ
も
あ
る
。
温
泉
郷
に
は
他
に
も
６
つ

の
ホ
テ
ル
な
ど
が
あ
る
。
ぜ
ひ
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
訪
れ

て
み
た
い
も
の
で
あ
る
。

入
浴
後
は
待
ち
に
待
っ
た

宮野久道秋田教区副隊長。

更
に
秋
田
教
区
隊

隊
長

小
松
道
男

東
滝
沢
分
教

会
長
に
訓
練
に
つ
い
て
の
思
い
を
尋
ね
た

「
思
い
切

。

っ
て
訓
練
を
受
け
、
と
て
も
あ
り
が
た
い
と
感
じ
て

い
る
。
本
部
指
導
の
下
、
様
々
な
役
割
や
職
掌
を
分

担
し
徹
す
る
こ
と
を
学
ぶ
こ
と
が
出
来
た
。
行
政
と

の
つ
な
が
り
も
出
来
、
特
に
教
区
内
の
結
束
が
強
ま

っ
た
と
思
う
。
中
で
も
婦
人
会
と
各
会
の
つ
な
が
り

が
深
ま
り
、
婦
人
会
同
士
も
心
が
寄
り
合
っ
た
と
聞

く
。
今
後
も
教
区
内
外
の
絆
を
維
持
し
深
め
て
い
き

た
い

」
と
語
っ
て
く
れ
た
。

。
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災救通信 立教１８２年SAIGAIKYUEN HINOKISINTAI

ん
だ
。

／
進午

前

時
全
員
が
セ
レ
モ
ニ
ー
広
場
へ
集
合
し
、
解
隊

11

式
が
行
わ
れ
た
。
隊
員
を
代
表
し
秋
田
教
区
小
松
隊
長
が

作
業
報
告
を
行
い
、
そ
れ
を
受
け
て
田
中
勇
文
本
部
長
が

あ
い
さ
つ
に
た
っ
た
。
ま
た
、
佐
々
木
正
明
秋
田
教
区
長

が
登
壇
し
、
こ
の
度
の
訓
練
開
催
の
感
想
と
お
礼
を
述
べ

た
。
解
隊
式
の
最
後
に
は
訓
練
期
間
中
、
食
事
な
ど
の
お

世
話
取
り
を
し
て
い
た
だ
い
た
、
秋
田
教
区
婦
人
会
に
対

し
、
お
礼
の
花
束
が
サ
プ
ラ
イ
ズ
で
本
部
長
よ
り
手
渡
さ

れ
、
こ
の
度
の
訓
練
が
締
め
く
く
ら
れ
た
。

。トラックに満載された漂着ゴミ

田中勇文本部長。

作 業 報 告

北海道教区隊参加者 ２４名 全体２８４名 のべ７９４名

◎入道崎 全長３００ｍにわたる海岸ゴミ撤去・流木整理
ゴミ運搬 ２ｔ車両１１回 軽トラ２回 計２３ｔ

◎寒風山 下草刈り １０７,２５０㎡ 雑木伐採８４５本

東京ドーム 個分)( 2.3
◎なまはげ館周辺 草刈り ７００㎡ 雑木１０本
◎キャンプ場内 草刈り ６,１７０㎡ 雑木伐採１３４本

解
隊
式
を
終
え
た
北
海
道
教
区
隊
の
本
隊
は
一
路
青
森

県
八
戸
港
へ
向
け
、
す
ぐ
さ
ま
出
発
し
た
。
ま
た
、
自
車

で
駆
け
つ
け
た
隊
員
や
道
南
チ
ー
ム
も
目
的
地
へ
向
か
い

宿
営
地
を
後
に
し
た
。
夕
方
、
八
戸
港
へ
着
い
た
隊
員
は

送
迎
者
と
別
れ
、
近
く
の
ス
ー
パ
ー
銭
湯
で
汗
を
流
し
、

時
出
航
の
船
に
乗
船
し
た
。

22
翌
６
月
１
日
６
時
、
苫
小
牧
港
に
着
い
て
、
迎
え
の
マ

イ
ク
ロ
バ
ス
に
て
７
時
半
頃
、
教
務
支
庁
へ
戻
り
全
て
の

日
程
を
事
故
無
く
務
め
終
え
る
こ
と
が
出
来
た
。
Ｅ
Ｎ
Ｄ

本
部
長
談
話

こ
の
度
の
訓
練
を
終
え
て
、
地
域
間
の
連
携
や

懇
親
を
深
め
ら
れ
た
こ
と
あ
り
が
た
く
思
う
。

特
に
こ
の
訓
練
地
、
男
鹿
の
方
に
ひ
の
き
し
ん

の
姿
を
ご
覧
頂
き
、
非
常
に
感
心
、
お
褒
め
、

お
喜
び
い
た
だ
け
た
こ
と
予
想
を
超
え
る
も
の

で
あ
っ
た
。
心
に
寄
り
添
い
技
術
を
磨
く
ひ
の

き
し
ん
が
、
形
の
復
興
と
心
の
た
す
け
い
あ
い

と
な
る
。
隊
の
充
実
に
務
め
た
い
。

訓練への差し入れ
お礼申し上げます

西垣教区長・歌笛町分教会

余市港分教会・祝梅分教会

北盛分教会・北治分教会

都千歳分教会・網走大教会長

公輝分教会・

秋田、山形、青森、岩手、

福島、宮城の各教区

金一封、寸志、日本酒、ビール

ウイスキー、焼酎、つまみ、刺身

焼肉、行者ニンニクなど


